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 上下水道だより 特別号③ 2

◇
水
道
料
金
の
改
定
が
必
要

上下水道事業審議会からの提言
　

令
和
５（
２
０
２
３
）年
４
月
25
日
、
上
下
水
道
事
業
審
議
会
か
ら
市
長
に
対
し
答

申
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
水
道
料
金
の
改
定（
値
上
げ
）が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
号
③
で
は
、
そ
の
内
容
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
料
金
改
定
案
の
策
定
に
着
手
し
、
手
続
き
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
同
改
定
案
を
市
議
会
に
提
出
し
、
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
ら
、

現
行
料
金
が
ど
の
程
度
の
改
定
と
な
る
か
に
つ
い
て
も
、
本
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

水
道
水
は
、
①
安
全
で
お
い
し

く
、
②
水
量
が
安
定
し
、
③
料
金

が
安
い
の
が
、
私
た
ち
の
共
通
の

認
識
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
水
道
水
は「
蛇
口
を

ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
」の
が
、
当

た
り
前
の
日
常
で
す
。

　
し
か
し
、
蛇
口
の
む
こ
う
に
は
、

水
道
管
→
配
水
池
→
ポ
ン
プ
場
→

浄
水
場
→
水
源
地
と
イ
ン
フ
ラ
群

が
連
な
り
ま
す
。
こ
の
膨
大
な
資

産
を
、
人
口
減
少
時
代
に
相
応
し

い
形
で
再
編
し
、
適
切
に
更
新
し

て
い
か
な
け
れ
ば
安
全
・
安
定
・

安
価
な
水
道
水
を
持
続
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
令

和
３（
２
０
２
１
）年
11
月
１
日
、

上
下
水
道
事
業
審
議
会
に
対
し

て
、「
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業

の
あ
り
方
」に
つ
い
て
意
見
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。

　

令
和
４（
２
０
２
２
）
年
12
月
に
発
行
し
た
第
１
号
、
令
和
５

（
２
０
２
３
）年
２
月
に
発
行
し
た
第
２
号
で
、
水
道
事
業
の
経
営
状
況

な
ど
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
宝
塚
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第２号の内容
  ・第６話　どんな経営努力をしてきたの？
  ・第７話　今の経営状況は？
  ・第８話　水道事業の未来

第１号の内容
  ・第１話　昔はとても高かった
  ・第２話　現在の料金水準は？
  ・第３話　販売価格と原価のお話
  ・第４話　原価ってどんなもの？
  ・第５話　なぜ原価が高くなるのか？

第1号（令和4年12月発行） 第2号（令和5年2月発行）

答申
（令和5年4月25日）

人口減少時代の水道事業



 上下水道だより 特別号③3

水道事業と下水道事業
は異なる企業として経営
していますので、それぞ
れについて答申をいただ
きました。

答申の骨子

水
道
事
業

下
水
道
事
業

結
論

結
論

◦  平均改定率を 19％とする料金改定が必要。

◦  改定時期は令和 6(2024) 年 4 月 1 日とする。

◦  下水道使用料の改定は見送る。

現
状
の
問
題
点

現
状
の
問
題
点

◦  販売損失を主な原因とする経常損失が常態
化している。

◦  老朽化した施設の更新を主な原因として、
企業債残高が増大している。

◦  一般会計からの補助金の減額や流域下水道
維持管理費負担金の増加により、「経営戦略
の見直し」策定時より利益は減少すると見込
まれる。

◦  過去の企業債の償還に多くの資金を必要と
するため、水道事業からの借入金が増加し
ている。

つまり…
１㎥あたりの販売価
格が原価を下回って
いるため 赤 字 が 続
き、多額の借入金が
ある現状です。

つまり…
計画よりも利益は少
なくなるものの、当
面は黒字を維持でき
る見込みです。

つまり…
経費削減に努めても
赤字を解消すること
は難しく、人口減少
などにより赤字は増
加する見込みです。

つまり…
運転資金に充てるた
めの借入を行ってい
ます。この借入金は
将来、返済する必要
があります。

つまり…
運 転 資 金 に 充 てるた
めの借入金は、令和12

（2030）年度にすべて
返済できる見込みです。

将
来
の
見
通
し

将
来
の
見
通
し

◦  費用削減策に努めているにもかかわらず、
厳しい経営状況が続いている。

◦  将来的にその状況は悪化する見込みであ
り、施設のダウンサイジングや更なる費用
削減努力だけでは改善は難しい。

◦  物価高騰の影響は考慮していないものの当
面の間は経常利益を維持できる見込みであ
り、ひっ迫した経営状況とは言い難い。

◦  水道事業からの借入金は、令和 12（2030）
年度には完済できる見込みである。

（要約）

（要約）



 上下水道だより 特別号③ 4

全体としては19％程度の
改定が必要だけど、実際
は一律に19％の値上げ
じゃないんだね。

水道事業を今後も安定して継続するため
には、利益を確保して企業債への依存度を
下げ、人口が減少していく将来世代への過
度な負担を抑制していくことが重要です。

◇
平
均
改
定
率
に
つ
い
て

◇
今
後
の
経
営
に
つ
い
て

　

日
本
水
道
協
会
が
策
定
し
た
水
道
料
金
算
定
要

領
に
よ
る
と
、
適
正
な
水
道
料
金
の
水
準
は
、
適

正
な
原
価（
総
括
原
価(

注
①
））に
一
致
す
る
も
の

と
し
て
計
算
す
る
こ
と
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
算
定
方
法
を
総
括
原
価
方
式
と
言
い
、
具

体
的
に
は
、
料
金
算
定
期
間（
令
和
５（
２
０
２
３
）

年
度
か
ら
令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
）に
お
け
る

総
括
原
価
を
料
金
総
収
入
額
で
割
る
こ
と
に
よ
り

平
均
改
定
率
を
計
算
し
ま
す
。

　

料
金
の
総
収
入
額
に
つ
い
て
は
、
単
身
や
少
人

数
世
帯
が
増
加
す
る
一
方
、
総
人
口
が
減
少
す
る

こ
と
を
考
慮
し
た
将
来
推
計
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
括
原
価
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
営
業

費
用
と
支
払
利
息
に
、
管
路
の
老
朽
化
対
策
や
耐

震
化
に
必
要
と
な
る
最
低
限
の
資
産
維
持
費
を
加

算
し
た
将
来
推
計
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
金
額
に
基
づ
い
て
平
均
改
定
率
を
算

定
し
た
結
果
、19
％
程
度
の
水
道
料
金
の
改
定(

値

上
げ
）が
必
要
と
い
う
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
平
均
改
定
率
で
あ

り
、
個
々
の
使
用
者
に
お
け
る
実
際
の
改
定
率
は
、

使
用
し
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
口
径
や
使
用
水

量
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を

各
使
用
者
に
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
と
い
う「
料

金
体
系
」を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

答
申
の
内
容
に
沿
っ
て
平
均
改
定
率
19
％
の
料
金
改
定
を
実
施

し
た
場
合
、
経
常
損
益
は
、
概
ね
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
推
移
し

ま
す
。
料
金
改
定
に
よ
っ
て
、
常
態
化
し
て
い
た
経
常
損
失
は
改

善
し
、
経
常
利
益
が
計
上
で
き
る
見
込
み
で
す
。
な
お
、
経
常
利

益
の
計
算
に
採
用
し
た
費
用
の
額
は
、
令
和
３（
２
０
２
１
）年
８

月
に
見
直
し
を
行
っ
た
宝
塚
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
金
額
を
基

礎
と
し
て
い
ま
す
。

　料金算定期間における料金総収入額と、総括
原価が等しくなるような料金水準を設定するこ
とが、持続可能で安定した水道事業を営む上で
必要であるとされています。

注①	 	総括原価とは、「営業費用」+「支払利息」＋「水道事
業の健全な運営を確保できるよう、施設の計画的な改
修・更新等に必要となる費用」のことを指します。

総括原価
（営業費用等）

料金
総収入額

料金算定期間（令和５年度から令和７年度までの３年間）
における料金総収入額と総括原価の比較

等しくなるには19%程度の改定(値上げ)が必要

約118.8億円 約99.4億円

5

3

1

△1

△3

△5

（億円）  現行水道料金の場合　　　  答申水道料金の場合

経常損益の推移予測

3.4
4.1 3.9 3.6 3.3

△ 2.6 △ 2.5 △ 2.7 △ 2.9 △ 3.1

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

改善



 上下水道だより 特別号③5

基本料金と
従量料金の
合計が
水道料金です。

メーターの口径が大きいほど、
高い基本料金となります。

水を多くお使いいただくほど高い単価となります。

（円）
300

250

200

150

100

50

0

１
㎥
当
た
り
の
水
道
料
金

20㎥ 40㎥ 60㎥ 80㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 250㎥ 300㎥

120 120 130 148 162 188 201 209 214

■ 現行
2カ月の使用水量（メーター口径20㎜）

メーター口径20㎜の
全給水戸数のうち85.0％

原価割れ

給水原価（R3）180円

◇
料
金
体
系
に
つ
い
て

現
在
の
料
金
体
系
は
？

　

本
市
の
料
金
体
系
は
、
基
本
料
金
と
従
量
料
金
か

ら
な
る
二
部
料
金
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
口
径
に
よ
る
口

径
別
料
金
制
を
採
用
し
て
お
り
、
従
量
料
金
は
、
使

用
水
量
別
に
単
価
の
異
な
る
逓て

い
ぞ
う増
型
の
料
金
制
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
設
置
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
口
径
は
９
種

類
あ
り
、
口
径
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
基
本
料
金
が
異

な
り
ま
す
。

　

住
宅
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
本
市
は
、
小
口
径

（
口
径
13
・
20
㎜
）の
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
使

用
者
が
、
給
水
戸
数
の
約
97
・
１
％
、
有
収
水
量
の

87
・
３
％
、
給
水
収
益
の
78
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
25
㎜
〜
１
５
０
㎜
と
い
っ
た
主
に
事
業
者

が
設
置
し
て
い
る
大
口
径
の
メ
ー
タ
ー
の
使
用
者
は

給
水
戸
数
の
約
２
・
９
％
で
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
本
市
で
最
も
使
用
者
の
多
い
口

径
20
㎜
の
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
使
用
水
量
ご
と
の

水
道
料
金
単
価
と
令
和
３（
２
０
２
１
）年
度
の
給
水

原
価
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　

１
㎥
当
た
り
の
単
価
は
使
用
水
量
が
多
く
な
る
ほ

ど
高
く
な
る
逓て

い
ぞ
う増
型
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
生
活
用
水
の
低て

い
れ
ん廉
性
に
重
き
を
置
い
て
き
た
こ

と
か
ら
、
85
％
の
使
用
者
層
が
原
価
割
れ
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
原
価
割
れ
部
分
を
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二

部

料

金

制

口

径

別

料

金

制

使
用
水
量
別
料
金
制

基本料金
水道の使用水量に関
係なく、固定的にかか
る経費として負担して
いただく料金です

従量料金
使用した水量に応じて
必要となる経費を負担
していただく料金です

　かつて人口急増期の水不足の時代
は、従量料金に比重をおき、節水意識を
高めていました。人口減少により給水
収益が減少していく現代では、基本料
金に比重がおかれる傾向にあります。 
　このため、上下水道事業審議会にお
いても、基本料金に比重を置くことは持
続可能な料金体系にとって重要とされ
ています。

基本料金に比重を置いた料金体系

給水収益 有収水量 給水戸数

8.6％ 9.7％
14.7％

77.6％ 82.4％

12.7％
2.9％

21.9％

69.5％

■ 13㎜　　■ 20㎜　　■ 25、30、40、50、75、100、150㎜の合計



 上下水道だより 特別号③ 6

一
般
用

口径
（㎜）

基本料金
2カ月あたり

従量料金1㎥あたり
1㎥〜
20㎥

21㎥〜
40㎥

41㎥〜
60㎥

61㎥〜
80㎥

81㎥〜
100㎥

101㎥〜
600㎥

601㎥〜

13 1,800円 （＋200円） 13% 22円 150円 185円 240円 260円 280円 300円
20 2,300円 （＋300円） 15% （＋2円）（＋30円）（＋35円）（＋40円）（＋40円）（＋40円）（＋40円）

25 3,640円 （＋1,040円） 40%

30 11,200円 （＋3,200円） 40%

40 22,400円 （＋6,400円） 40% 160円 160円 190円 240円 260円 280円 300円
50 44,800円（＋12,800円） 40% （＋40円）（＋40円）（＋40円）（＋40円）（＋40円）（＋40円）（＋40円）

75 56,000円（＋16,000円） 40%

100 112,000円（＋32,000円） 40%

150 168,000円（＋48,000円） 40%

水道料金表（答申） （税抜）改定

120

17

120

24

130

27

148

30

162

32

（円）
250

200

150

100

50

0

１
㎥
当
た
り
の
水
道
料
金

20㎥ 40㎥ 60㎥ 80㎥ 100㎥

■ 現行　　■ 答申による改定分
2カ月の使用水量（メーター口径20㎜）

給水原価（R3）180円

ポイント❺
口径20㎜以下2カ月60㎥までについて改定額を抑える

ポイント❷ 現行での原価割れ部分を縮小する

　

答
申
の
料
金
体
系
で
は
、

公
平
な
負
担
の
観
点
か
ら
、

供
給
単
価
が
給
水
原
価
を
下

回
る
使
用
者
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
負
担
の
増
加
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
最
も
使
用
者
層
の
多
い
１
０
０
㎥
ま
で
の

原
価
割
れ
部
分
を
縮
小
す
る
こ
と
が
安
定
し
た
経
営

に
と
っ
て
重
要
と
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
尊
重
し
た
上

で
、
生
活
用
水
の
低て

い
れ
ん廉
性
に
も
一
定
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
口
径
20
㎜
以
下
で
2
ヵ
月
あ
た

り
60
㎥
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
改
定
額
を
抑
え

る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

答
申
の
料
金
体
系
は
？

原価割れ
の縮小が
特に重要

答申の料金表には、次のように改定のポイントが反映されています。

ポイント❶
基本料金に比重を置い
ている

ポイント❸
基本料金は定率で改定
する

ポイント❹
従量料金は定額で改定
する

ポイント❺
口径20㎜以下の使用者
について、2カ月あたり60
㎥までの改定額を抑える

❶

❺

❸

❹

❹

ポイント❶ ポイント❷

基本料金に比重を置いた
料金体系とする。

（持続可能な経営）

基本料金は口径別に
定率で改定する。

（口径別料金制を維持）

従量料金は定率ではなく
定額で改定する(注②）。
（大口使用者の単価の 

逓
て い ぞ う

増を抑制）

ポイント❸ ポイント❹

供給単価が給水原価を
下回る使用者については、
公平な負担の観点から
負担の増加を求める。
（原価割れの縮小）

注②　ただし、口径20㎜以下の使用者については、
2カ月あたり60㎥までの改定額を抑える。

安定供給
と

借入抑制

ポイント❺

現
状
の
料
金
体
系
で
の
問
題

点
を
踏
ま
え
、今
後
も
安
心
安

全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
、答
申
で
は
左
の
５
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
料
金

体
系
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。



 上下水道だより 特別号③7

※イラストは家族構成など使用する口径や水量の平均的なイメージを表しています。

水道料金への影響は？

メーター口径20㎜
2ヵ月に40㎥ご使用の場合

メーター口径40㎜
2ヵ月に600㎥

ご使用の場合

メーター口径20㎜
2ヵ月に60㎥ご使用の場合

メーター口径100㎜
2ヵ月に2,000㎥

ご使用の場合

メーター口径20㎜
2ヵ月に20㎥ご使用の場合

メーター口径20㎜
2ヵ月に80㎥ご使用の場合

影響額

影響額

影響額

影響額

影響額

影響額

2ヵ月あたりの水道料金(税抜)

2ヵ月あたりの水道料金(税抜)

2ヵ月あたりの水道料金(税抜)

2ヵ月あたりの水道料金(税抜)

2ヵ月あたりの水道料金(税抜)

2ヵ月あたりの水道料金(税抜)

現在
2,400円 ➡

現在
11,800円 ➡

現在
4,800円 ➡

現在
152,200円 ➡

現在
580,200円 ➡

現在
7,800円 ➡

 答申 
2,740円
(+340円)

 答申 
14,240円
(+2,440円)

 答申 
5,740円
(+940円)

 答申 
182,600円
(+30,400円)

 答申 
692,200円
(+112,000円)

 答申 
9,440円
(+1,640円)

14.2％ＵＰ

20.7％ＵＰ

19.6％ＵＰ

20.0％ＵＰ

21.0％ＵＰ

19.3％ＵＰ

ここが気になる
！



上下水道モニターを募集します

答申内容について市民説明会を実施します

　

上
下
水
道
モ
ニ
タ
ー
制
度

は
、
上
下
水
道
を
使
用
し
て

い
る
人
に
、
モ
ニ
タ
ー
会
議

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で

意
見
や
要
望
な
ど
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
今
後
の
上
下

水
道
事
業
運
営
の
参
考
に
し

て
い
く
制
度
で
す
。

　

上
下
水
道
の
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て
、「
双
方
向
に
」「
共

に
」考
え
る
機
会
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

詳
し
い
募
集
要
項
は
今
後

の
広
報
た
か
ら
づ
か
や
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
予
定
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
応
募
下
さ
い
。

モニター募集

お
わ
り
に  

  

令和5（2023）年
①6月30日（金）
	 西公民館
 セミナー室　
 13時半〜14時半

②7月1日（土）
	 中央公民館
 ホール　
 13時半〜14時半

③7月2日（日）
	 東公民館
 ホール　
 13時半〜14時半

宝塚市上下水道局　宝塚市東洋町 1 番 3 号
☎０７９７・７３・３９８８　亜 ０７９７・７３・６２８８（お客さまセンター）
☎０７９７・７３・３６８８　亜 ０７９７・７２・５３８１（総務課）

広報誌が届かない場合は、ジャパンメッセンジャーサービス㈱フリーダイヤル☎0120・240・324（９時〜１９時）へ

　

こ
の
度
、
上
下
水
道
事
業
審
議
会
よ
り
、
水
道
料

金
の
改
定(
値
上
げ)

が
必
要
で
あ
る
旨
、
答
申
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、 

44
年

ぶ
り
の
料
金
改
定
に
向
け
、
手
続
き
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
に
よ
る
日
常
生
活
へ
の
影

響
が
大
き
く
な
る
な
か
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
進

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、誠
に
申
し
訳
な
く
存
じ
ま
す
。

今
回
の
改
定
を
先
送
り
に
す
る
こ
と
は
、
将
来
、
さ

ら
に
大
き
な
負
担
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、
水
道
施
設

の
更
新
等
に
重
点
的
な
投
資
を
行
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
や
む
を
得
な
い
選
択
と
考
え
ま
し
た
。
何
卒
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
上
下
水
道
事
業
は「
更
新
の
時
代
」の
さ
な
か

に
あ
り
ま
す
。
先
人
の
英
知
と
努
力
で
築
か
れ
て
き

た
、上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
は
市
民
共
有
の
財
産
で
す
。

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
と
考
え
ま
す
。
今
後
と

も
、
料
金
収
入
を
支
え
る
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま

に
、
理
解
と
納
得
を
頂
き
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
上

下
水
道
事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

宝塚市上下水道事業管理者

福永 孝雄

下記の日程で市内の公民館 3 館にて説明会を実施します。
予約不要ですので、直接お越しください。


